
世田谷区役所内の古紙をペーパーフレンズ（発達障害支援センターゆに（UNI）
と(株)世田谷サービス公社）で再生した紙を使用しています。

を考える

～私たちはどう立ち向かうのか～

令和２年 時間 午
後 6時00分～8時30分

会場 成城ホール
（世田谷区成城６丁目２番１号）

（5時30分より受付開始）

９月1日(火)

プログラム

◆第1部

・中学生の思い・主張発表

・基調講演

「異常気象、気候変動、地球温暖化の状況と将来予測について」

【講師】気象予報士 片山 由紀子 氏（株式会社ウェザーマップ）
1996年より、天気予報番組の裏⽅をつとめ、描いた天気図は1万枚以上、書いた天気原稿は5千枚以上。
台⾵、豪⾬、⻯巻など極端気象の予測、原因調査、⻑期の天候予測が専門。平易な解説、たやすく理解
できる天気原稿を⼼がける。天気と⾝の回りの出来事を新たな視点で結ぶコラムを執筆中。

◆第2部

・パネルディスカッション

「私たちは気候危機にどう立ち向かい、適応していくのか」

【コーディネーター】

東京大学大学院 総合文化研究科 客員教授 小林 光 氏

【パネリスト】

国立環境研究所地球環境研究センター 副センター⻑ 江守 正多 氏

東京都市大学学⻑ 三木 千壽 氏

慶應義塾湘南藤沢高等部 環境プロジェクト 代表生徒
（高校生環境連盟、世田谷区環境エネルギー・ラボ出展団体）

世田谷区⻑ 保坂 展人

近年、記録的な猛暑や短時間豪⾬などが多発しており、地球温暖化の影響が一因として考えられる災害等の
被害は深刻さを増しています。昨年１０月の台⾵第１９号は各地に甚大な被害をもたらし、区内でも多摩川
沿いでは大規模な浸水被害が生じました。
こうした状況を踏まえ、区民の皆さんとともに、地球温暖化や異常気象の現状を認識するとともに、私たち
はどう立ち向かっていくべきかを考える機会としてシンポジウムを開催します。

申込
期間

７月１５日（水）～８月１４日（金）

①せたがやコールへ電話またはファクシミリ（右記参照）

② 電子申請可（右のQRコードより申込み）

主催：世田谷区環境政策部環境計画課

事前申込制
先着

50名様
参加費無料
手話通訳あり

「地球温暖化に思うこと、私たちにできること」をテーマに、
未来を担う中学生が発表。

申込
方法

※新型コロナウイルスの感染状況により、インターネット動画の録画配信となる場合があります。


